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照射により，堤防の地形を把握する 3 次元データを取得する手法の利点を議論し，5.5m の高所からレーザ
照射する手法により，法面上での詳細な変状の検出が可能であることを実証した。さらに，水中計測が可能
なドローン搭載型グリーン LiDAR を開発し，代表的な河川地形である瀬と淵が繰り返す河道の形状を 3 次
元的にとらえることができること，あるいは上高地では，流水部を含めた網状流の形状と河畔林の形状を同
時に可視化することができたことを示し，本手法の有用性を実証した。このように，ドローンおよび MMS









を鑑み，本論文は，高効率，高精度かつ低コストで実施できるICRT（ICT：Information and Communication and 
Robot Technology）技術を活用した防災・減災用モニタリングを実現する研究成果を取りまとめたものである。
具体的には，詳細な斜面の3次元点群データを取得し，それによって点検対象の周辺斜面も含めた高精度な微
地形を把握するドローン測量技術，またレーザスキャナ等を車両に搭載して走行しながら変状の発生個所を捉
える手法と河床を含めた横断計測も可能にするグリーンレーザスキャナを搭載したドローンによる高精度移
動体計測の活用により，河川縦断測量と共に広域にわたる河川堤防を迅速かつ詳細に点検するモニタリング手
法を完成させた。さらには，2つの周波数を搬送波とした電波信号を利用するハード技術の開発などにより，
標定点の設置に要する労力を軽減しながらも高精度での測量を可能にするドローン測量，あるいはグリーン
レーザを用いたドローン測量技術による海底地形の高効率3次元測量など，本成果の高度化技術にも取り組み，
斜面，河川および海岸を対象にした防災・減災のためのモニタリングデータ取得法を大きく発展させる実績を
産んだ。このような移動体による高精度3次元測量の実用化の成果は，効果的な防災・減災対策の立案に大き
く貢献するものであり，工学的ならびに学術的な面で多大な研究成果を生み出した実績は大いに評価できる。
これらのことを考慮して，本論文は学位を授与するのにふさわしいとの結論に至った。 
 
